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研究成果の概要（和文）：多胎児は医学的問題や育児負担が大きいため、親子関係を改善するような親支援介入プログ
ラムを多胎児に応用してその有用性を評価しようとした。無作為ランダム化デザインによって、1歳から5歳までの双子
を持つ家庭において性、年齢、子どもの行動の問題の程度（SDQを使用）で層化したうえで、介入群22例、ウエイトリ
スト群22例を設定した。行動に問題や困難を感じる双子の一人に対してとし、双子のうちのもう一人を介入対象とした
。介入群では、双子の一人に介入効果が生じた場合、もう片方の問題行動も解決され子育ての特徴もより一貫したもの
に変容してゆく事が分かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate the effectiveness of a family 
intervention program, with twin families in Japan. Participants of both the intervention and control 
groups (N = 22 and N = 22, respectively) were recruited from mothers living in Wako and Saitama Cities, 
Saitama. The SDQ(Strength and Difficulty Questionnaire) score the PS(Parenting Scale), the 
DASS(Depression-Anxiety-Stress Scale) were significantly reduced in the intervention group alone. 
Parenting intervention is effective in decreasing child conduct problems, dysfunctional parenting 
practices, depression, anxiety, stress, and the perceived level of parenting difficulty, as well as in 
improving parenting confidence, among Japanese families. Among co-twins of target twins, social 
adjustment improved in accordance with improvement in the target twins.

研究分野： 小児保健
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１．研究開始当初の背景 
多胎児は、妊娠リスクを伴い出生児の問題

から育児困難がおこりやすく、また、一度に
二人以上を育てることによる育児負担も加
わり、児童虐待を起こしやすくする要因にも
なっている。これまで多胎児の育児支援が必
要なことは強調されてきているが、そのひと
つに、親子関係を改善するような介入を行う
支援の方法が考えられる。 
これまで一般児に対しては、子どもの行動

に対応の困難を感じる親に対し介入プログ
ラムを試行し効果を得てきた。このプログラ
ムとして、オーストラリアで 25 年前に開発
され現在 25 カ国で実践され効果を得ている
トリプルP前向き子育てプログラムを採用し
た (Sanders MR et al.J Consult Clin 
Psycol,2000)。同プログラムは地域ベースの
介入が可能であり、米国では人口 100 万人規
模の地域介入実践研究がおこなわれている
(Printz R et al.Prev Sci, 2005)。 
このように親子関係が改善されるプログ

ラムは多胎児の親の様にリスクが高いグル
ープにこそ行われることが望ましいが、これ
まで試みられることがなかった。その理由の
一つに、多胎児同士の行動に相互作用があっ
て、行動目標の立て方などに困難があったこ
とが考えられる。これまでわが国で一般児に
対して有用性が証明されている(Fujiwara T 
et al. J Child Family Studies, in press)前向
き子育てプログラムは、いろいろなレベルに
対応できる選択肢を備えているので、そのな
かで多胎児の家庭に行うのに適切なものを
選択すれば応用が可能である。 
単一の問題行動に絞って介入を行うレベ

ル３プライマリーケアトリプル P は、多胎児
に応用可能かトライアルを行うのに適切で
ある。まず、育児負担が多く時間の都合の合
わせにくい多胎児家庭にとっては、グループ
ディスカッションによる介入は参加の負担
が大きいので、グループでなく個人を相手と
する当該介入が適している。また、単一の問
題行動をターゲットとするこの介入法は、効
果を判定するうえで、多胎児間の相互作用が
どのようなかかわりをもつかを分析してゆ
く上で有効な手段である。 
双子の片方が愛せない親が多い(Tanimura 
Met al. Lancet, 1990)のが、日本の双子の親
の養育問題の一つとして知られている。こう
いった問題にも解決策が見いだせると考え
られる。 
本研究は親支援介入プログラムを多胎児に
応用して、その有用性を評価しようとするも
のである。 
 
 
２．研究の目的 
多胎児は、妊娠リスクを伴い出生児の問題

から育児困難がおこりやすく、また、一度に
二人以上を育てることによる育児負担も加
わり、児童虐待を起こしやすくする要因にも

なっている。親子関係が改善されることが科
学的に証明されているプログラムは、多胎児
の親の様にリスクが高いグループにこそ行
われることが望ましい。育児負担が多く時間
の都合の合わせにくい多胎児家庭にとって
応用しやすく、効果を判定するうえで、双子
のもう片方がどのようなかかわりをもつか
を分析しやすいカスタマイズを行う。本研究
は親支援介入プログラムを多胎児に応用し
て、その有用性を評価しようとするものであ
る 

 
 

３．研究の方法 
 
実施人員の育成 
一般児において効果の検証されている親介
入プログラム(レベル 3 プライマリケアトリ
プル P)を多胎児に応用する場合の留意点に
ついて、面接調査等によって明らかにしたう
えで、関東地方在住の当該プログラム有資格
ファシリテータに、多胎児にプログラムを実
施する上での事前トレーニングを行った。 
 
ランダム化比較試験 
前期介入群は事前調査後すぐに4週間にわ

たる介入を行い、介入後事後評価を行う。事
後介入群は、事前調査ののち介入を行わずに
4 週間後に同様の評価を行い、介入のない場
合の変化の状況を観察したのち4週間の介入
を行う。後期介入群は、介入を行わない場合
の比較対照のために設定するものであるが、
悩みを抱えているので、比較対象のための観
察後同様の介入によってケアを行う。 
 
評価手法 
-PS（parenting scale子育ての特徴―多弁さ、
過剰反応、手ぬるさ）30項目 
-SDQ(strength and difficulties 
questionnaire 親の感じる子育ての難しさ―
交友関係、多動性、行為問題、感情問題)25
項目 
-DASS(depression, anxiety and stress 
score 抑うつ不安ストレス尺度)42 項目 
-このほかに、多胎児の親子の関わりや、他
の他胎児とのかかわりにより介入状況に影
響があるかなど、多胎児特有の要素について
分析するために、介入面接の逐語録を取る。 
 
介入の方法 
-1 週目：主要問題のアセスメント(インテー
ク面接、介入支援の選択肢、行動記録) 
-2 週目：子育てプランの作成(アセスメント
結果のフィードバック、問題行動の原因、変
化への目標、子育てプランの作成) 
-3 週目：実践を振り返る(進度を確認する、
その他の問題について) 
-4 週目：フォローアップ(進度を確認する、
その他の問題、プログラムの終了) 
-介入に当たっては日時を決め多胎児家庭を



訪問する。その際、面接が有効に行われるよ
うに、多胎児専門の保育技術を持つ保育者が
同行する。 
 
介入の実施 
和光市とさいたま市の子育て支援NPO法人

の協力を得て、1 歳から 5 歳までの双子を持
つ家庭のリストの提供を受け、性、年齢、子
どもの行動の問題の程度（SDQ を使用）で層
化したうえで、介入群 22 例、ウエイトリス
ト群 22 例を設定した。この中で、実際に介
入が出来たのは 20 例、前後の諸指標が評価
できたのは介入群 19 例、ウエイトリスト群
17 例であった。介入は、何らかの行動に問題
や困難を感じる双子の一人に対してとし、双
子のうちのもう一人が介入効果にどのよう
な影響を及ぼしているのかを検討した。 
 
 
４．研究成果 
介入した場合はしない場合より、PS(子育

ての多弁さ、過剰反応、手ぬるさ)が有意に
改善し、SDQ(親の感じる子育ての困難さ)が
有意に減少し、DASS(抑うつ不安ストレス尺
度)が有意ではないが減少した。双子のもう
片方も同様に評価した結果、ウエイトリスト
群では、双子同士の相互作用により、問題行
動はより困難化していることが分かった。介
入群では、双子の一人に介入効果が生じた場
合、もう片方の問題行動も解決され子育ての
特徴もより一貫したものに変容してゆく事
が分かった。 
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